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人
材
育
成
を
研
修
所
に
丸
投
げ
で
は
、人
は
育
た
な
い

　

研
修
編
ま
と
め
2
回
目
は
、
研
修
主
催
者
の
リ
ー
ダ
ー

と
の
対
談
を
踏
ま
え
「
公
務
員
の
働
き
方
と
意
識
の
悪
さ
、

そ
れ
を
改
革
す
る
研
修
の
あ
り
方
」
を
考
察
す
る
。

　

研
修
主
催
者
の
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
広
島
県
自
治
総
合
研

修
セ
ン
タ
ー
所
長
A
氏
と
、
ふ
く
し
ま
自
治
研
修
セ
ン
タ

ー
所
長
B
氏
の
2
人
。
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ン
タ
ー
で
同
時
期

（
2
0
1
6
年
7
月
）
に
研
修
の
講
師
を
務
め
た
私
は
、

研
修
後
に
両
氏
と
対
談
し
て
い
る
。

　

A
氏
の
本
名
を
、
グ
グ
る
（
ネ
ッ
ト
検
索
す
る
）
と
、

地
元
テ
レ
ビ
等
マ
ス
コ
ミ
に
登
場
し
た
記
事
が
幾
つ
も
見

つ
か
る
。
A
氏
の
キ
ャ
リ
ア
は
、
こ
れ
ら
記
事
で
分
か
る

よ
う
に
、
要
職
を
2
〜
3
年
ご
と
に
務
め
る
現
役
の
広
島

県
庁
の
エ
ー
ス
と
し
て
、
役
所
の
内
外
で
認
知
さ
れ
て
い

る
。
前
職
は
働
く
女
性
・
子
育
て
支
援
部
長
。

　

B
氏
の
本
名
を
、
グ
グ
る
と
「
福
島
県
の
退
職
職
員
の

再
就
職
状
況
」
と
い
う
記
事
が
見
つ
か
る
。
B
氏
の
キ
ャ

リ
ア
は
、
こ
の
記
事
で
分
か
る
よ
う
に
「
天
下
り
」
で
あ

る
。
前
職
は
保
健
福
祉
部
長
。

　

こ
こ
で
言
い
た
い
こ
と
は
「
天
下
り
論
、
エ
ー
ス
論
」

で
は
な
い
。
県
の
研
修
・
人
材
育
成
を
企
画
す
る
最
高
責

任
者
が
、
2
〜
3
年
ご
と
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
配
置
さ

れ
た
「
研
修
・
人
材
育
成
の
素
人
」
で
あ
る
こ
と
。

　

2
〜
3
年
後
、
ま
た
別
の
素
人
が
研
修
セ
ン
タ
ー
所
長

に
就
任
す
る
繰
り
返
し
で
「
公
務
員
＝
人
は
育
つ
の
か
」

と
い
う
問
題
提
起
を
し
た
い
。
問
題
提
起
は
2
人
の
キ
ャ

リ
ア
よ
り
も
、
2
人
と
の
対
談
に
基
づ
く
。
研
修
後
の
対

談
で
私
は
同
じ
質
問
を
し
た
が
、
2
人
か
ら
、
ほ
ぼ
同
じ

二
つ
の
回
答
を
聞
い
た
。

　

（
話
1
）
県
内
の
自
治
体
幹
部
が
要
望
す
る
研
修
の
内

容
は
「
名
刺
交
換
な
ど
社
会
人
の
基
本
マ
ナ
ー
」
か
ら

「
政
策
立
案
に
必
要
な
知
識
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
要

望
は
多
岐
に
わ
た
り
過
ぎ
て
、
過
半
は
対
応
で
き
な
い
。

　

（
話
2
）
一
方
で
今
回
、
久
繁
さ
ん
が
実
施
し
た
公
務

員
個
々
が
「
考
え
る
→
発
表
す
る
→
現
場
で
使
え
る
よ
う

に
指
導
を
受
け
る
」
研
修
は
、
研
修
セ
ン
タ
ー
内
の
若
い

職
員
が
「
絶
対
に
必
要
」
と
企
画
提
案
し
た
の
で
採
用
し

た
。
こ
の
若
い
職
員
は
本
を
読
む
等
、
す
ご
く
自
発
的
に

学
習
し
て
、
自
発
的
に
企
画
を
創
る
の
で
、
素
晴
ら
し
い
。

役
所
の
研
修
は
、指
示
待
ち
人
間
を
増
や
す

　

話
1
と
2
は
意
味
的
に
、
正
反
対
で
あ
る
。

　

話
1
は
「
指
示
待
ち
人
間
」
を
生
む
温
床
。
話
2
は

「
自
発
的
か
つ
創
造
的
な
人
」
へ
の
待
望
で
あ
る
。

　

私
は
話
1
を
聞
い
て
驚
く
と
同
時
に
、
公
務
員
が
「
指

示
が
な
い
と
何
も
し
な
い
指
示
待
ち
人
間
が
多
い
」
理
由

と
「
成
功
例
の
真ま

ね似
ば
か
り
す
る
」
理
由
を
再
認
識
し
た
。

　

驚
い
た
理
由
と
は
「
名
刺
交
換
な
ど
社
会
人
の
基
本
マ

ナ
ー
」
も
「
政
策
立
案
に
必
要
な
知
識
」
も
、
民
間
で
は

自
分
の
時
間
（
勤
務
時
間
外
）
に
、
自
分
の
金
を
投
資
し

て
「
自
発
的
に
、
自
習
す
べ
き
」
こ
と
。
そ
の
「
自
発
的

に
、
自
習
す
べ
き
」
こ
と
を
、
自
治
体
幹
部
の
多
く
が
研

修
所
へ
要
望
す
る
実
態
に
呆あ

き

れ
る
。

　

勤
務
時
間
内
に
、
公
費
＝
税
金
を
使
っ
て
、
他
人
か
ら

答
え
を
教
え
て
も
ら
う
公
務
員
は
、
民
間
に
比
べ
る
と
、

あ
ま
り
に
も
「
優
遇
さ
れ
過
ぎ
、
甘
や
か
さ
れ
過
ぎ
」。

　

結
果
、
二
つ
の
弊
害
が
生
ま
れ
る
。

　

ま
ず
、
他
人
か
ら
「
答
え
、
指
示
を
も
ら
え
て
当
然
」

と
い
う
甘
い
意
識
が
育
ち
、
自
発
的
に
自
習
・
行
動
し
な

久
繁
哲
之
介

地
域
再
生
プ
ラ
ン
ナ
ー

人
材
育
成（
研
修
）の
方
法
を
決
め
る
基
本
〜
研
修
編
ま
と
め
②

最
高
の
応
援
を
引
き
出
す「
協
働
力
、人
間
性
」を
高
め
る

木
曜
連
載

働
き
方
と
、意
識
を
改
革
せ
よ
⑲
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い
。

　

そ
し
て
、
成
功
例
の
真
似
ば
か
り
す

る
。
こ
れ
は
、
人
材
育
成
の
基
本
を
知

る
者
は
容
易
に
理
解
で
き
る
。

　

人
材
育
成
（
研
修
）
の
基
本
は
次
の

二
つ
の
軸
を
使
っ
た
マ
ト
リ
ク
ス
図
で

考
え
る
。

　

二
つ
の
軸
は
、
他
人
の
「
行
動
だ
か

ら
見
え
る　
VS　

頭
の
中
だ
か
ら
見
え

な
い
」
と
、
他
人
の
「
真
似
を
す
べ
き

　
VS　

真
似
は
難
し
い
（
下
手
に
真
似

す
る
と
失
敗
）」
で
あ
り
、
表
1
の
よ

う
に
整
理
で
き
る
。

知
識
な
ど
基
本
は
、研
修
で
与
え
る
の
は
や
め
、自
習
！

　

真
似
す
べ
き
事
項
①
②
は
、
書
籍
や
動
画
な
ど
自
習
教

材
が
豊
富
に
あ
る
。
要
は
「
①
②
は
自
習
し
ろ
！
」
と
世

間
＝
民
間
で
は
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　

話
1
の
話
者
（
研
修
セ
ン
タ
ー
所
長
）
と
、
①
②
を
話

者
＝
研
修
セ
ン
タ
ー
に
「
丸
投
げ
す
る
、
要
望
を
上
げ

る
」
自
治
体
幹
部
は
、
こ
の
基
本
を
理
解
で
き
て
い
な
い
。

　

丸
投
げ
と
言
う
理
由
は
、
真
似
す
べ
き
事
項
は
新
人
職

員
が
自
習
後
に
「
幹
部
が
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
手
本
を

見
せ
る
（
こ
れ
を
O
J
T
と
言
う
）」
方
法
が
世
間
の
常

識
だ
か
ら
。
O
J
T
（O

n the Job Training

）
職
務

を
放
棄
し
て
、
研
修
セ
ン
タ
ー
に
丸
投
げ
す
る
職
務
怠
慢

は
先
述
し
た
よ
う
に
、
二
つ
の
弊
害
を
生
む
。
弊
害
の
本

質
は
、
①
が
③
へ
進
化
し
な
い
こ
と
に
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
知
識
を
机
上
で
頭
の
中
に
詰
め
込
ん
だ
①
。

し
か
し
、
J
o
b
＝
仕
事
の
T
P
O
に
応
じ
て
知
識
を
連

携
・
組
み
合
わ
せ
で
き
な
い
③
。

創
造
＝
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
は
、表
1
の
③
④

　

一
方
、
真
似
が
難
し
い
事
項
は
、
下
手
に
他
人
を
猿
真

似
す
る
と
必
ず
失
敗
す
る
が
故
に
、
経
験
と
才
能
が
あ
る

講
師
・
専
門
家
か
ら
、
研
修
で
個
別
に
指
導
を
受
け
る
必

要
性
と
有
効
性
が
極
め
て
高
い
。

　

話
2
の
登
場
者
（
研
修
セ
ン
タ
ー
内
の
若
い
職
員
）
は
、

こ
の
基
本
を
理
解
・
実
践
し
て
い
る
の
で
、
素
晴
ら
し
い
。

　

研
修
セ
ン
タ
ー
内
の
若
い
職
員
2
人
（
広
島
県
、
福
島

県
）
は
、
内
容
が
ほ
ぼ
同
じ
文
章
の
次
の
よ
う
な
メ
ー
ル

で
私
に
研
修
の
講
師
を
依
頼
し
て
く
れ
た
。

　

「
久
繁
さ
ん
の
著
書
『
競
わ
な
い
地
方
創
生
〜
人
口
急

減
の
真
実
』
は
①
と
②
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
・
分
か
り
や
す

く
記
さ
れ
、
③
と
④
に
進
化
さ
せ
た
事
例
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
著
書
を
教
材
に
使
っ
て
県
内
の
自
治
体
職
員
の
意

識
と
発
表
を
、
③
と
④
へ
進
化
さ
せ
る
研
修
を
お
願
い
し

ま
す
」

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、組
み
合
わ
せ
・
連
携
の
成
果

　

表
1
は
①
と
②
を
、
③
に
進
化
さ
せ
た
も
の
だ
が
、
読

者
は
そ
れ
が
分
か
る
だ
ろ
う
か
？

　

表
1
そ
の
も
の
は
、
私
が
①
と
②
を
組
み
合
わ
せ
て
考

え
て
創
造
し
た
も
の
な
の
で
、
多
分
ど
の
書
籍
に
も
記
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
創
造
を
私
は
連
続
的
に
生
み

出
し
て
い
る
が
、
創
造
で
き
る
要
因
は
「
自
分
の
時
間

に
、
自
分
の
金
を
投
資
し
て
、
自
発
的
に
、
自
習
し
続
け

る
実
践
」
に
あ
る
。
研
修
セ
ン
タ
ー
内
の
若
い
職
員
2
人

も
、
こ
れ
を
実
践
し
て
い
る
と
思
う
。
2
人
は
私
の
著
書

を
2
0
1
6
年
2
月
の
刊
行
後
す
ぐ
読
み
、
5
月
に
研
修

を
私
に
打
診
し
、
7
月
に
研
修
を
実
践
す
る
意
欲
と
ス
ピ

ー
ド
感
も
素
晴
ら
し
い
。

　

こ
う
し
た
意
欲
的
な
研
修
の
依
頼
に
は
、
私
も
最
高
の

意
欲
で
応
援
す
る
の
で
、hisa4ge@

yahoo.co.jp

へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
成
功
要
因
は
二
つ

　

最
後
の
1
文
を
詳
解
す
る
体
験
談
を
、
I
B
M
の
人
材

育
成
の
鍵
を
握
る
O
J
T
と
関
連
付
け
て
話
そ
う
。

　

私
が
大
学
卒
業
後
1
9
8
6
年
に
入
社
し
た
I
B
M
は
、

新
人
社
員
そ
れ
ぞ
れ
に
専
属
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
新
人
育

成
係
）
を
付
け
る
。
私
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
渡
辺
善
子
氏
。

2
0
0
3
年
に
I
B
M
で
、
女
性
初
の
理
事
に
就
任
。
後

に
は
政
府
系
金
融
機
関
で
社
外
取
締
役
を
務
め
る
等
、
社

外
で
も
活
躍
し
て
い
る
大
物
で
あ
る
。

　

上
司
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
が
誰
に
な
る
か
で
、
後
の
キ

ャ
リ
ア
・
成
功
は
大
き
く
左
右
さ
れ
る
、
と
い
う
「
成
功

要
因
1
」
は
、
誰
も
が
知
る
有
名
な
話
。

　

し
か
し
、
逆
の
話
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。
つ
ま

り
、
最
高
の
上
司
に
恵
ま
れ
て
も
「
部
下
が
、
上
司
な
ど

他
人
か
ら
応
援
を
引
き
出
す
力
」
次
第
で
、
創
造
＝
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
（
こ
の
場
合
、
部
下
の
成
長
）
に
は
雲
泥
の

差
が
つ
く
。
こ
の
「
成
功
要
因
2
」
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
。

表1　人材育成（研修）の方法を決める基本

見える

見えない

　真似すべき　

名刺交換、知識①

思考の基本型②

①の連携→創造③

②の応用→創造④

　真似は難しい　
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役
所
で
、人
が
育
た
な
い
理
由
と
、解
決
策

　

な
ぜ
な
ら
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
役
所
で
は
上
司
が
部

下
に
名
刺
交
換
な
ど
基
本
作
法
さ
え
自
分
で
指
導
せ
ず
、

研
修
所
に
丸
投
げ
す
る
が
、
研
修
所
で
は
対
応
し
切
れ
な

い
か
ら
。
つ
ま
り
、
成
功
要
因
1
を
期
待
で
き
な
い
。
研

修
所
で
は
、
成
功
要
因
2
を
指
導
し
て
い
な
い
。

　

従
っ
て
、
若
い
公
務
員
は
「
上
司
な
ど
他
人
か
ら
応
援

を
引
き
出
す
力
（
成
功
要
因
2
）」
を
、
自
学
で
習
得
し

な
い
と
、
な
か
な
か
成
長
で
き
な
い
。

　

し
か
し
、
拙
著
「
競
わ
な
い
地
方
創
生
〜
人
口
急
減
の

真
実
」
5
章
で
詳
解
し
た
よ
う
に
「
地
方
公
務
員
の
62
％

は
、
自
学
を
全
く
し
て
い
な
い
」。

　

解
決
策
は
勿も

ち
ろ
ん論

、
自
学
が
基
本
。
し
か
し
、
次
の
よ
う

な
導
入
プ
ロ
セ
ス
も
必
要
。
上
司
側
は
成
功
要
因
1
を
、

部
下
側
は
成
功
要
因
2
を
、

研
修
で
大
枠
を
学
ぶ
。
そ
の

後
、
自
学
お
よ
び
O
J
T
で

両
者
が
連
携
し
て
習
得
し
て

い
く
。

　

要
す
る
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
起
こ
す
成
功
要
因
は
、

表
2
の
二
つ
に
分
け
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

　

練
習
問
題
：
成
功
要
因
二

つ
を
私
は
箇
条
書
き
す
る

（
表
2
）
が
、
読
者
は
マ
ト

リ
ク
ス
図
に
描
い
て
み
よ
う
。

視
察
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
、役
に
立
た
な
い
理
由

　

成
功
要
因
2
は
、
な
ぜ
認
知
さ
れ
に
く
い
の
か
？

　

成
功
し
た
者
が
、
視
察
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
役
所
は
自

分
を
主
語
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
言
う
が
、
相
手
に
失
礼
）

で
成
功
要
因
を
聞
か
れ
る
と
、
た
い
て
い
最
初
は
成
功
要

因
1
だ
け
を
挙
げ
る
。
理
由
は
三
つ
あ
る
。
第
一
に
、
応

援
し
て
く
れ
た
者
へ
感
謝
を
伝
え
た
い
か
ら
。
第
二
に
、

運
と
応
援
者
の
お
か
げ
と
言
え
ば
、
自
慢
話
に
な
ら
な
い

か
ら
。
第
三
に
、
他
人
か
ら
見
え
る
（
の
で
、
聞
き
手
に

分
か
り
や
す
い
）
か
ら
。

　

逆
説
的
に
言
う
と
、
成
功
要
因
2
は
自
慢
話
だ
か
ら
嫌

わ
れ
る
し
、
他
人
か
ら
見
え
な
い
自
分
の
人
間
性
は
、
聞

き
手
に
分
か
り
に
く
い
の
で
、
語
ら
れ
る
こ
と
は
稀ま

れ

で
あ

る
。

　

結
果
、
並
の
人
は
成
功
要
因
2
を
い
つ
に
な
っ
て
も
認

知
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
成
功
例
に
学
ぶ
べ
き
は
、
他

人
か
ら
最
高
の
応
援
を
引
き
出
す
成
功
者
の
実
力
（
成
功

要
因
2
）
な
の
だ
が
、
並
の
視
察
者
は
、
他
人
か
ら
最
高

の
応
援
を
引
き
出
す
実
力
が
無
い
か
ら
で
あ
る
。

　

あ
り
が
ち
な
ケ
ー
ス
を
挙
げ
よ
う
。
成
功
例
を
視
察
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
も
、
い
つ
も
成
功
要
因
1
し
か
引
き

出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
結
果
、
創
造
さ
れ
た
後
の
「
成

功
例
を
猿
真
似
す
る
」
か
「
運
が
99
%
だ
か
ら
真
似
で
き

な
い
」
と
い
う
両
極
端
な
間
違
っ
た
選
択
が
な
さ
れ
る
。

実
録「
最
高
の
応
援
を
引
き
出
す
」エ
ピ
ソ
ー
ド

　

こ
の
難
題
を
解
消
す
べ
く
、
体
験
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
以
下
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
）
の
見
え
な
い
部
分
も
見
せ
よ
う
。

　

私
が
新
人
合
宿
研
修
で
半
月
ぶ
り
に
オ
フ
ィ
ス
へ
戻
る

と
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
渡
辺
氏
が
「
久
繁
さ
ん
、
久
し
ぶ

り
、
元
気
？
」
と
声
を
掛
け
て
く
れ
た
。

　

私
は
尊
敬
す
る
渡
辺
氏
へ
敬
意
と
愛
情
を
込
め
て
笑
顔

で
「
元
気
で
す
！
」
と
応
じ
た
。
こ
の
返
答
に
渡
辺
氏
は

笑
顔
で
次
の
よ
う
な
指
導
を
始
め
た
。

　

「
あ
ら
ぁ
、
久
繁
さ
ん
、
先
輩
に
『
元
気
？
』
と
聞
か

れ
た
ら
、『
元
気
で
す
』
と
言
う
前
に
『
お
か
げ
さ
ま
で
』

っ
て
枕
こ
と
ば
を
付
け
な
い
と
、
お
じ
さ
ま
達
か
ら
叩た
た

か

れ
る
わ
よ
。
こ
れ
は
世
話
に
な
っ
て
い
な
い
先
輩
に
対
し

て
も
、
社
内
で
も
社
外
で
も
、
マ
ナ
ー
の
基
本
よ
。
久
繁

さ
ん
、
私
が
読
め
と
言
っ
た
マ
ナ

ー
本
を
読
ん
で
な
い
わ
ね
？　

で

も
、
久
繁
さ
ん
は
入
社
前
の
評
判

通
り
、
大
成
す
る
人
間
性
あ
る
わ

ぁ
。

　

マ
ナ
ー
や
知
識
の
基
本
は
知
ら

な
い
け
ど
、
そ
ん
な
簡
単
な
知
識

は
す
ぐ
習
得
で
き
る
。
す
ぐ
に
習

得
で
き
る
か
ら
、
他
人
と
差
が
出

な
い
。

　

で
も
、
女
性
で
管
理
職
で
も
な

い
私
へ
素
直
に
、
最
高
の
敬
意
と

愛
情
を
込
め
て
笑
顔
で
話
せ
る
久

繁
さ
ん
の
人
間
性
は
、
誰
か
ら
も

最
高
の
応
援
を
引
き
出
せ
る
。
こ

の
人
間
性
は
簡
単
に
習
得
で
き
な

表2　成功要因は二つに分けて考える

成功要因1　最高の上司・仲間に恵まれた～「運が
　99％×他人から見える」

成功要因2　私が上司から最高の応援を引き出した
　（結果、表1③④に示す創造が起きる）～「私の
　人間性＝実力が99％×他人から見えない」

表3　「資源の有無×習得の難易度×効果」の3次元
マトリクスを2次元マトリクスで表記

並の新人

久繁

今ない資源

人間性

知識

知識の習得は簡単、差別化は難

人間性の習得は難、差別化できる

　今ある資源の習得難易度と効果　
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い
。
だ
か
ら
、
他
人
と
差
が
つ
き
、
ど
ん
ど
ん
成
長
で
き

る
。
今
の
話
を
マ
ト
リ
ク
ス
図
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
言
い
、

表
3
の
マ
ト
リ
ク
ス
図
を
描
い
た
。

　

渡
辺
氏
の
指
導
は
さ
ら
に
深
化
す
る
。

　

「（
現
状
を
分
か
り
や
す
く
す
る
目
的
で
二
つ
の
軸
で

四
つ
の
事
象
に
分
け
た
マ
ト
リ
ク
ス
図
が
表
3
）
こ
こ
か

ら
分
か
る
の
は
、
知
識
は
習
得
も
真
似
も
簡
単
で
、
他
人

も
す
ぐ
習
得
・
真
似
で
き
て
差
別
化
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、

成
果
を
出
せ
な
い
。
こ
れ
を
理
解
し
た
ら
、
次
は
成
長
す

る
目
的
で
マ
ト
リ
ク
ス
図
を
使
い
た
い
わ
ね
。
他
者
と
差

別
化
で
き
る
自
分
に
有
利
な
軸
の
組
み
合
わ
せ
を
探
す
の

よ
」指

示
待
ち
人
間
は
、マ
ニ
ュ
ア
ル
指
導
で
な
く
、個
別
指
導

　

以
上
の
内
容
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
知
識
だ
か
ら
、
ど

の
経
営
本
に
も
抽
象
的
な
一
般
論
と
し
て
は
記
さ
れ
て
い

る
。
だ
が
、
抽
象
的
な
一
般
論
だ
け
で
は
、
並
の
読
者
は
、

第
一
目
的
の
「
分
か
り
に
く
さ
に
欠
け
る
」
と
、
本
来
目

的
の
「
自
分
が
成
長
す
る
た
め
の
具
体
性
に
も
欠
け
る
」

と
い
う
二
つ
の
壁
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

し
か
し
「
経
験
と
才
能
が
あ
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
講
師

か
ら
、
個
別
に
指
導
・
研
修
」
を
受
け
る
と
、
二
つ
の
壁

＝
目
的
を
楽
に
突
破
で
き
る
こ
と
が
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
分

か
る
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
「
最
高
の
上
司
に
恵
ま
れ
た
＝
成
功
要
因

1
」
と
、
最
高
の
講
師
か
ら
「
上
司
か
ら
最
高
の
応
援
を

引
き
出
し
た
＝
成
功
要
因
2
」
を
分
け
つ
つ
も
連
携
的
に

説
明
し
た
。

　

残
念
な
こ
と
に
世
間
に
は
、
二
つ
の
成
功
要
因
に
恵
ま

れ
な
が
ら
、
成
長
で
き
な
い
者
が
少
な
く
な
い
。
す
な
わ

ち
「
最
高
の
指
導
者
に
恵
ま
れ
、
最
高
の
応
援
を
も
ら
っ

て
い
る
」
の
に
、
応
援
を
「
気
が
付
け
な
い
（
前
者
）」

あ
る
い
は
「
気
が
付
い
て
も
、
実
践
し
な
い
（
後
者
）」

の
2
タ
イ
プ
が
あ
る
。

　

後
者
は
、
も
っ
た
い
な
い
か
ら
、
あ
り
得
な
い
話
と
思

え
る
が
、
公
務
員
の
世
界
で
は
珍
し
く
な
い
。
後
者
は
俗
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に
「
指
示
待
ち
人
間
」
と
言
う
。
指
示
待
ち
人
間
は
「
感

情
を
込
め
た
×
答
え
が
見
え
に
く
い
応
援
」
で
は
動
か
な

い
の
で
「
感
情
を
排
除
し
た
×
答
え
が
的
確
に
見
え
る
命

令
・
指
示
」
を
求
め
る
。

　

応
援
で
は
動
け
な
い
指
示
待
ち
公
務
員
へ
の
対
応
策
は
、

先
述
の
「
経
験
と
才
能
が
あ
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
講
師
か

ら
、
個
別
に
指
導
・
研
修
」
が
有
効
と
な
る
。

人
を
肩
書
で
格
付
け
す
る
公
務
員
は
、成
長
で
き
な
い

　

一
方
、
気
が
付
け
な
い
前
者
は
「
人
を
肩
書
だ
け
で
格

付
け
す
る
者
が
、
格
付
け
が
高
く
な
い
相
手
」
の
と
き
に

起
き
る
。
渡
辺
氏
は
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
。

　

渡
辺
氏
は
将
来
的
に
、
女
性
初
の
理
事
に
ま
で
昇
進
し

た
が
、
私
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
た
1
9
8
6
年
時
点

で
は
、
管
理
職
に
ま
だ
登
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　

公
務
員
の
よ
う
に
、
人
を
肩
書
だ
け
で
格
付
け
し
た
が

る
者
な
ら
、
管
理
職
に
登
用
さ
れ
て
い
な
い
、
し
か
も
女

性
の
渡
辺
氏
の
指
導
を
、
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
可

能
性
が
高
い
。
事
実
、
渡
辺
氏
は
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

が
施
行
さ
れ
る
（
私
が
入
社
す
る
）
1
9
8
6
年
以
前
、

女
性
へ
の
偏
見
に
辛つ

ら

い
思
い
を
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

そ
の
思
い
が
「
女
性
で
管
理
職
で
も
な
い
自
分
へ
素
直
に
、

最
高
の
敬
意
と
愛
情
を
込
め
て
笑
顔
で
話
せ
る
久
繁
さ
ん

の
人
間
性
は
、
誰
か
ら
も
最
高
の
応
援
を
引
き
出
せ
る
」

と
い
う
話
に
繋つ

な

が
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
う
、
私
は
管
理
職
で
は
な
い
女
性
の
渡
辺
氏
を
「
肩

書
や
性
別
で
格
付
け
」
せ
ず
、
あ
く
ま
で
も
「
人
間
性
と

能
力
で
判
断
し
て
心
か
ら
尊
敬
」
し
て
い
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
彼
女
か
ら
最
高
の
応
援
と
指
導
を
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
た
。

動
か
し
た
い
相
手
の
人
間
性
と
実
力
を
、配
慮
せ
よ

　

以
上
、
人
材
育
成
の
要
諦
は
、
人
を
動
か
す
要
諦
と
同

じ
で
あ
る
。
人
を
動
か
す
要
諦
を
、
上
下
関
係
が
見
え
る

関
係
と
、
市
民
・
顧
客
相
手
の
対
等
な
関
係
に
分
け
て
説

明
し
よ
う
。
ま
ず
、
上
下
関
係
は
方
向
別
に
分
け
て
整
理

す
る
が
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
「
動
か
し
た
い
相
手
の
人
間

性
と
実
力
を
、
依
頼
者
側
が
配
慮
す
る
」
こ
と
が
大
切
だ
。

　

な
ぜ
な
ら
、
何
で
も
か
ん
で
も
部
下
側
に
配
慮
を
丸
投

げ
す
る
行
為
は
「
パ
ワ
ハ
ラ
（
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）」

と
呼
ば
れ
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
か
ら
。

　

目
上
の
人
（
外
部
の
講
師
、
上
司
）
へ
同
じ
言
葉
で
依

頼
し
て
も
、
依
頼
者
の
人
間
性
や
実
力
に
よ
り
、
引
き
出

せ
る
応
援
に
は
大
き
な
差
が
出
る
。
こ
れ
が
上
司
の
場
合

「
え
こ
ひ
い
き
す
る
上
司
が
悪
い
」
と
言
わ
れ
が
ち
で
、

そ
う
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
外
部
講
師
と

上
司
へ
の
依
頼
で
最
高
の
応
援
を
引
き
出
せ
な
い
要
因
は
、

依
頼
者
（
部
下
）
側
の
人
間
性
や
実
力
に
欠
陥
が
あ
る
場

合
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　

一
方
、
部
下
を
動
か
し
た
い
場
合
は
、
上
司
側
が
部
下

の
人
間
性
や
実
力
を
判
断
し
て
、
方
法
を
使
い
分
け
る
必

要
が
あ
る
。

　

意
欲
も
実
力
も
高
く
な
い
、
指
示
待
ち
人
間
は
「
感
情

を
込
め
た
×
答
え
が
見
え
に
く
い
応
援
」
で
は
動
か
な
い
。

部
下
の
実
力
を
考
慮
し
て
「
感
情
を
排
除
し
た
×
答
え
が

的
確
に
見
え
る
命
令
・
指
示
」
で
動
い
て
も
ら
う
。
こ
れ

は
短
期
的
な
対
症
療
法
。
長
期
的
に
は
「
経
験
と
才
能
が

あ
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
講
師
に
よ
る
個
別
な
指
導
・
研

修
」
に
よ
り
、
自
発
的
に
動
く
意
識
改
革
を
実
践
し
た
い
。

　

逆
に
、
意
欲
と
実
力
が
高
い
部
下
は
、
上
か
ら
目
線
で

一
方
的
に
命
令
・
指
示
さ
れ
る
と
意
欲
が
下
が
る
の
で

「
感
情
を
込
め
た
応
援
」
を
行
い
、
自
発
的
に
動
い
て
も

ら
う
。

協
働
と
は
、他
人
か
ら
最
高
の
応
援
を
引
き
出
す
実
力

　

役
所
・
企
業
が
、
市
民
・
顧
客
を
動
か
し
た
い
場
合
も
、

意
欲
と
実
力
が
高
い
部
下
へ
の
対
応
が
有
効
で
あ
る
。

　

役
所
が
決
め
た
こ
と
を
、
上
か
ら
目
線
で
一
方
的
に
広

報
す
る
の
は
最
悪
で
あ
る
。
役
所
の
広
報
が
市
民
に
伝
わ

ら
な
い
原
因
は
「
役
所
の
広
報
が
下
手
」
な
こ
と
も
あ
る

が
「
役
所
が
決
め
た
こ
と
を
、
上
か
ら
目
線
で
一
方
的
に

広
報
す
る
か
ら
、
無
視
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
が
大
き
い
。

換
言
す
れ
ば
「
市
民
は
地
方
行
政
に
無
関
心
」
な
の
だ
。

　

以
上
よ
り
、
市
民
を
動
か
す
解
決
策
は
2
段
階
に
分
け

て
考
え
る
。
ま
ず
、
市
民
に
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
。

　

関
心
を
高
め
て
も
ら
う
対
象
も
、
役
所
が
作
る
政
策
と

作
る
人
間
に
分
け
て
、
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
作
り
手
の
「
顔
が
見
え
な
い
、
人
間
性
が
伝
わ
ら
な

い
」
商
品
は
買
っ
て
も
ら
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
、

作
り
手
の
人
間
性
が
伝
わ
ら
な
い
机
上
の
空
論
な
政
策
を
、

市
民
は
買
う
（
協
働
す
る
）
気
に
な
れ
な
い
。

　

解
決
策
は
、
成
功
要
因
2
の
習
得
と
実
践
に
尽
き
る
。

つ
ま
り
、
役
所
の
公
務
員
個
々
が
「
市
民
か
ら
最
高
の
応

援
を
引
き
出
す
」
人
間
性
と
実
力
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。


